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三菱製鋼株式会社とは… 
Ⅰ. ３分でわかる三菱製鋼 
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産業・生活を支える三菱製鋼 
Ⅰ. ３分でわかる三菱製鋼 
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Ⅰ. ３分でわかる三菱製鋼 

Ⅱ. 2017年３月期 実績 

Ⅲ. 2018年３月期 通期業績予想 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 
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サマリー 

16/3期 17/3期 

実績 予想 実績 予想差 前期差 

売 上 高 1,065 1,000 1,037 37 △28 

研 究 開 発 費
減 価 償 却 費 （△38） － （△43） － （△5） 

営 業 利 益 43 33 39 6 △4 

経 常 利 益 33 24 32 8 △1 

親 会 社 株 主 に
帰 属 す る 当 期
純 利 益 

25 30 35 5 10 

（億円） 

Ⅱ.2017年３月期実績 

 17/3月期は、半年前の説明会以降、建設機械向け受注量が回復して予想を上回る実績
をあげることができた。 

 16/3月期に比べると、中期経営計画に則った設備・研究開発投資のコスト負担により営
業利益が減益ではあるが、最終利益は保有意義の小さい株式売却を進め増益決算を確
保した。 
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売上高・営業利益の変化要因 

43 

その他 

＋5 

39  

＋6 

△17 ＋7 △5 

売価低下 

研究開発費 
減価償却費 コスト改善 

原材料価格 

16/3期 17/3期 

16/3期 17/3期 

営業利益 

1,065 

海外子会社 

換算差 

＋15 

△17 

△17 
△9 売価低下 

1,037 

その他 

売上 
数量増 

売上高 
（億円） 

（億円） 

Ⅱ.2017年３月期実績 
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（億円） 

セグメント別売上高・営業利益 
16/3期 17/3期 

実績 予想 実績 予想差 前期差 

特 殊 鋼 

鋼 材 

売 上 高 406 383 402 19 △4 

営業利益 11 5 13 8 2 

ば ね 
売 上 高 482 450 467 17 △15 

営業利益 15 15 15 0 0 

素 形 材 
売 上 高 91 94 95 1 4 

営業利益 5 5 4 △1 △1 

機 器 

装 置 

売 上 高 98 93 94 1 △4 

営業利益 10 7 6 △1 △4 

そ の 他 
売 上 高 34 34 36 2 2 

営業利益 2 1 2 1 0 

連 結
調 整 

売 上 高 △45 △55 △57 △2 △12 

営業利益 0 0 0 0 0 

合 計 
売 上 高 1,065 1,000 1,037 37 △28 

営業利益 43 33 39 6 △4 

 特殊鋼鋼材 

• 下期に入ってから販売量が増加し、売上げ
金額も前期並まで回復した。 

  
• 年度終盤に原材料コストが急上昇したもの

の増産やコスト改善等で増益を確保した。 

 ばね  

• 国内販売の板ばねが輸出用商用車の需要
減少の影響を受けた。    

• 減収にもかかわらず北米ほかでコスト改善
により、利益水準は維持した。 

 素形材 

• 特殊溶解材及び精密機械加工品等の販売
が増加した。 

• 新規品立上コスト負担があって利益は少し
落とした。 

 機器装置  

• ガスタービン部品、鍛圧機械の売上が減
少。 

• ガスタービン部品は輸出中心のため円高の
影響も受けた。 

Ⅱ.2017年３月期実績 
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14.8  
コ
ス
ト
改
善 

売
価 

研
究
開
発
費 

△2.9 
＋4.0 

△1.4 

△1.6 

△1.8 

の
れ
ん
・設
備
償
却
費 

売
上
減 14.7 

＋3.6 

4.6  

コ
ス
ト
削
減 

売
上
増 

+0.2 ＋0.3 △1.6 

新
規
品
立
上
コ
ス
ト 

各セグメント営業利益の変化要因 

11.2  償
却
費
・ 

研
究
開
発
費 

コ
ス
ト
改
善 

原
材
料
等
価
格 ＋2.9 

+5.7 

+7.4 

+4.1 
△2.6 

売
上
量
増 

△16.0 

そ
の
他 

16/3期 17/3期 

10.1  
売
上
減 

△1.8 
△1.0 

償
却
費
・ 

研
究
開
発
費 

6.2 

△1.1 

特殊鋼鋼材事業 （億円） ばね事業 

素形材事業 機器装置事業 

16/3期 17/3期 

16/3期 17/3期 16/3期 17/3期 

売上 
402 売上 

406 

売上 
94 

売上 
98 

売上 
95 

売上 
91 

売上 
482 

売上 
467 

3.5 

為
替 

12.7 

Ⅱ.2017年３月期実績 

（億円） 

（億円） （億円） 

△4.0 

原
材
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価
格
（内
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北
米 

 

） 

売
価 
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（億円） 

 政策保有株式の売却益を大きく計上したため税前利益はほぼ倍増した。 
 税金費用は16/3期特殊要因があり、17/3期は通常レベルに戻っている。 

16/3期 17/3期 

実績 予想 実績 予想差 前期差 

営業利益 43 33 39 6 △4 

    

    

    

営業外損益 △10 △9 △7 2 3 

為替差損益 （△2） （△5） （△１） （4） （１） 

  持分法投資損失 （△11） （△6） （△7） （△1） （４） 

経常利益 33 24 32 8 △1 

特別損益 △5 22 22 0 27 

株式売却益 （3） （24） （21） （△3） （18） 

税引前利益 28 45 54 9 26 

   税金費用等 △3 △15 △19 △4 △16 

親会社株主に帰属する当期純利益 25 30 35 5 10 

営業外損益・特別損益影響 
Ⅱ.2017年３月期実績 
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Ⅰ. ３分でわかる三菱製鋼 

Ⅱ. 2017年３月期 実績 

Ⅲ. 2018年３月期 通期業績予想 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 

 



11 

（億円） 

通期業績予想 

 建設機械向け販売が、昨年度後半レベルを確保できると見て、今年度は増収・増益（但し、最終損
益は株式売却益を減らすため減益）決算を見込んでいる。 

 設備・研究開発投資はさらに加速させるため、このコストを勘案すれば実質的な営業利益はさらに
上がることとなる。 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 

17/3期 18/3期 

実績 予想 前期差 

売 上 高 1,037 1,100 63 

研 究 開 発 費 

減 価 償 却 費 
（△43） （△52） （△9） 

営 業 利 益 39 40 1 

経 常 利 益 32 35 3 

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 35 30 △5 
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（億円） 

セグメント別業績予想 

17/3期 18/3期 

実績 予想 前期差 

特 殊 鋼 

鋼 材 

売 上 高 402 500 98 

営 業 利 益 13 21 8 

ば ね 
売 上 高 467 438 △29 

営 業 利 益 15 12 △3 

素 形 材 
売 上 高 95 101 6 

営 業 利 益 4 2 △2 

機 器 

装 置 

売 上 高 94 85 △9 

営 業 利 益 6 4 △2 

そ の 他 
売 上 高 36 35 △1 

営 業 利 益 2 1 △1 

連 結 調 整 
売 上 高 △57 △59 △2 

営 業 利 益 0 0 0 

合 計 
売 上 高 1,037 1,100 63 

営 業 利 益 39 40 1 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 
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13 
売
上
増 

原
材
料
価
格 

そ
の
他 

今
期
反
映
分 

+6 

+9 

+35 

△37 

△4 

21 
償
却
費
・ 

研
究
開
発
費 

△1 

売
価 

セグメント別業績予想（特殊鋼鋼材事業） 

（億円） （億円） 営業利益の変化要因 

売上 
500 

売上 
402 

17/3期 
実績 

18/3期 
予想 

 売上げの増加は、建設機械の回復によるもの。 

 今期は一転、原材料コストが大幅増加する見込み。昨年度の積み残し分を含めて顧客のご理解を
得るよう努めているところ。 

17/3期  18/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 402 500 98 

営業利益 13 21 8 

営業 

利益率 3.2％ 4.2％ 1.0％ 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 

前
期
未
反
映
分 
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予想 

鋼材販売重量比率 

100% 

94% 

141% 139% 

125% 
130% 

113% 

96% 

106% 
108% 

(暦年） 

（年度） 

建設機械需要動向 

※2008年建設機械生産台数及び当社販売重量を100％とした場合の割合 

（％） 
（％） 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 
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15 
売
価 

△7 △6 ＋6 +7 
△4 

+1 

12    

18/3期 
予想 

17/3期 
実績 

売
上
減 

原
材
料
価
格 

償
却
費
・ 

研
究
開
発
費 

コ
ス
ト
改
善 

そ
の
他 

セグメント別業績予想（ばね事業） 

 今期の売上高は、２，３年前の生産混乱で受注を控えた米国の影響がでる。 

 北米は生産量減少に見合った合理化を進めるが、グローバルベースの研究開発・設備投資償却相
当分の減益を見込む。 

営業利益の変化要因 （億円） 

売上 
467 

売上 
438 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 

（億円） 

17/3期  18/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 467 438 △29 

営業利益 15 12 △3 

営業 

利益率 3.2％ 2.7％ △0.5％ 
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4 

償
却
費
・ 

研
究
開
発
費 

原
材
料
価
格 

売
上
増 

中
計
施
策
に
向
け
た 

調
査
費
用
等 

+1 △1 

△1 
△1 

2 

セグメント別業績予想（素形材事業） 

 特殊合金粉末、精密機械加工品等の拡販効果により売上げは100億円の大台を確保する見込み。 

 Ｍ＆Ａも含めた事業戦略推進にコストをかけており収益を圧迫する。 

営業利益の変化要因 （億円） 

17/3期 
実績 

18/3期 
予想 

売上 
95 

売上 
101 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 

（億円） 

17/3期  18/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 95 101 6 

営業利益 4 2 △2 

営業 

利益率 4.2％ 2.0％ △2.2％ 
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6 

売
上
減 

品
種
構
成 

△3 
＋1 

4 

セグメント別業績予想（機器装置事業） 

 ガスタービン部品等の受注状況からみて、今年度も減収・減益を予想している。 

 利益率の良好な短納期品、メンテナンス等でカバーしていく方針。 

営業利益の変化要因 （億円） 

17/3期 
実績 

18/3期 
予想 

売上 
94 売上 

85 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 

（億円） 

17/3期  18/3期  

実績 予想 前期差 

売上高 94 85 △9 

営業利益 6 4 △2 

営業 

利益率 6.4％ 4.7％ △1.7％ 
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通期業績予想（営業外損益・特別損益影響） 

 インドネシア鋼材事業合弁会社が立ち上がり、持分法投資損益が改善する。 
 政策保有株式の売却は、今のところ前期の５割程度とする予定。 

（億円） 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 

17/3期 18/3期 

実績 予想 前期差 

営業利益 39 40 1 

    

    

    

営業外損益 △7 △5 2 

為替差損益 （△1） （0） （１） 

  持分法投資損失 （△7） （△4） （3） 

経常利益 32 35 3 

特別損益 22 11 △11 

株式売却益 （21） （10） （△11） 

税引前利益 54 46 △8 

   税金費用等 △19 △16 3 

親会社株主に帰属する当期純利益 35 30 △5 
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Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 財務状況・経営指標 

  

16/3期 17/3期 18/3期 

通期 通期 予想 

総資産 （億円） 1,224 1,351 － 

純資産 （億円） 643 670 － 

自己資本比率 （％） 47.6 44.7 － 

売上高経常利益率 （％） 3.1 3.1 3.2 

ROE  （％） 4.2 5.9 5.0 

配当 (円） 6.0 6.0 6.0 

配当性向 （％） 37.1 26.3 30.8 



20 

設備投資・ 減価償却費 

22 

30 

上期 

21 
上期 

16 

0
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80

52 

31 
33 

30 

下期 
31 
 

下期
17 

減価償却費 

16/3期 15/3期 

設備投資 

17/3期  18/3期予想  

63 

38 

（億円） 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 
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研究開発費 

8.3 

上期 

5.2 

下期 

6.0 

0

5

10

15

15/3期 16/3期 17/3期 18/3期予想  

11.2 

8.0 

（億円） 

 引き続き将来の成長を見据え、技術開発センターに各種最新式試験設備を導入し、基礎研究及び
商品開発をさらに加速させる。 

16.0 

Ⅲ.2018年３月期通期業績予想 

※研究開発にかかわる減価償却費を含む 
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Ⅰ. 3分でわかる三菱製鋼 

Ⅱ. 2017年３月期 実績 

Ⅲ. 2018年３月期 通期業績予想 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 
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1,037  1,１00  

1,700  

2,500  

17/3期実績 18/3期予想 21/3期目標 26/3期目標 

売上高 

売上高 

2016中期経営計画の位置付け 

17/3期実績 18/3期予想 21/3期目標 26/3期目標 

売 上 1,037 1,100 1,700 2,500 

営 業 利 益 39 40 90 - 

経 常 利 益 32 35 85 - 

R O E 5.9％ 5.0％ 8.0％ 10％超 

海 外 比 率 37％ 32％ 47％ 65％ 

（億円） 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 

2016中期経営計画 
「特殊鋼をつくり加工する」会社から 
「付加価値を素材から創る」会社へ 

長期ビジョン 

（億円） 

重点施策 
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：計画に対して若干の遅れ 

重点施策の進捗 
施策 内容 進捗状況 

① 室蘭リフレッシュ投資・戦略投資 ・5年間で約130億円の戦略投資・老朽設備更新を計画 

② ばねのグローバル供給網構築 
・メキシコ拠点の確実な立上げ 
・欧州への事業進出 

③ ばねの技術開発力強化 ・軽量化への取り組み・コストダウン推進 

④ 鋼材のインドネシア拡販 
・インドネシアＪＴＳで製造した特殊鋼を現地の日系メーカーを
中心に拡販 

⑤ シナジー強化（横串）プロジェクト 

・コーポレートの機能強化 
（投融資委員会の設置、新規事業の計画精査/結果を評価・管
理） 

・シナジー創出の仕組みづくり 

⑥ 技術開発センター ・研究開発機能を集約し、本社企画機能と連携 

⑦ 板ばねのグローバル拡販 
・タイ・インド向けは計画通り販売中 
・顧客からの要請に応えるため、インドネシア以外への進出を   
 検討 

⑧ 鋼材の海外進出 
・ばねとの一貫モデル構築のため、海外進出（インド、北米等）
への進出を検討し、サプライチェーンの構築準備を行う 

⑨ 素形材一貫モデル構築（ＴＣサブアッセン進出） ・ターボチャージャー市場における一貫モデルの強化 

⑩ 素形材一貫モデル構築（素材の自社生産） 
・マスターヒート・精密機械加工品用素材の一貫モデル化 
・粉末用ガスアトマイズ量産炉の新設、水アトマイズ溶解炉の
増設 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

20 40 60 80 100

：計画通りの進捗 

※進捗状況は、中期計画中の全作業量を100%として完了割合を標記した。色分けは計画に対しての進捗度合いを表現した。 

：計画に対して半年以上の遅れ 



25 

【進捗１】ばねのグローバル供給網構築 

 メキシコ・中国は2017年４月生産開始 
 インド（太巻ばね2017年８月稼働予定）は順調に工場及び生産設備を建設中 
 欧州、東南アジアへの事業進出でグローバルサプライヤーを目指す 

【ばね事業】 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 

中国工場 インド工場 メキシコ工場 
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【特殊鋼鋼材事業】 
 

鋼材の海外進出（インドネシアプロジェクト） 
 ・圧延工場：2016年12月完成 生産、販売を開始 
  インドネシアで素材から製品までの一貫生産モデル完成（板ばね） 
 ・精整工場：2017年４月完成 
  丸鋼を８月より販売開始予定 
 

【進捗２】鋼材のインドネシア拡販 
Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 

インドネシア 圧延工場 
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国内基盤の強化 
・2017年３月新日鐵住金との三菱製鋼室蘭特殊鋼における合弁事業深化の締結 
・2017年10月以降順次 新日鐵住金からの委託量増加による生産体制のさらなる 
 効率化及び最適化を図る 
  
 
室蘭コンビナートにおけるシナジー効果に対応すべく、三菱製鋼室蘭特殊鋼では   
従来のリフレッシュ・戦略投資とともに、連携強化の投資を計画中 

 
室蘭リフレッシュ投資・戦略投資 
 

  2015年から2019年の５年間で130億円の設備投資を進捗中 
                                              

 
 
 

 
  戦略投資により、品質向上、省エネ、自動化を進める 

 
 
 
 

【進捗３】室蘭リフレッシュ投資・戦略投資 

計 画 
2017年３月末時点 

完成金額 

130億円 24億円 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 



28 

【進捗４】技術開発センター（設備計画） 
各種設備導入を進め、開発スピードを上げる 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 

2  

10  

14  

0

5

10

15

17/3期 18/3期 19/3期 

（億円） 

 基礎研究 
EBSD-SEM（微細構造観察用電子顕微鏡）などの評価装置を導入し産学連携研究
を進める 

試験研究 

素材に付加価値を付け製品化するための設備を導入 
 各種研究の千葉工場のマザー化 
         ・大型溶解炉新設による新素材開発 
         ・ガスアトマイズ新設による微粉末量産化 
         ・タービンホイールの試作ライン新設 
 小型真空溶解炉増設による部品評価用材料の製作 
 ３Ｄプリンター導入による金属粉末製造 
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部門 研究開発項目 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 

ばね 

ばね軽量化 
自動運転技術への応用 
電気自動車への対応 

高応力ばね鋼の開発 
 
 

ばね材料現調化への 
評価試験 

鋼材 高清浄度鋼の開発 

VIMでの材料開発・量産対応 
（VIM：真空溶解炉） 

素形材 耐熱鋼開発(ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ用) 
 

軟磁性粉末高周波特性改善 

全社 
IoT：高付加価値製品の開発 
IoT：生産ﾗｲﾝの効率化 

1050℃耐用（ｶﾞｿﾘﾝﾀｰﾎﾞ） 

高応力ばね鋼 
1300MPa 

高応力ばね鋼の開発 
1500MPa 

ｲﾝﾄﾞ、北米 

3MHzの特性改善(ｱﾓﾙﾌｧｽ・扁平) 

980℃耐用（ｶﾞｿﾘﾝﾀｰﾎﾞ） 

高応力・中空化、微細化 

ばね破断予知システムの開発（IoT） 

ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｼｽﾃﾑ研究、ばね下重量増加への対応 

高応力ばね鋼 1400MPa 

軸受鋼、ばね鋼、歯車用鋼…etc 

精鋳用Inco713C、MM246他 マスターヒート  

5MHzの特性改善(材料・微粉化) 

破断予知システムの開発、新規事業への支援 …etc 

【進捗４】技術開発センター（開発計画） 

メキシコ他 欧州他 評価試験 

鋼材試作 

樹脂ばね 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 

高応力ばね鋼 承認活動 

見える化、検査自動化の研究 

※赤文字：必須 
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本社の取り組み 

コーポレートガバナンス 
 投融資委員会の設置・運営 

• 投資及び融資の案件に関し、事業部門等から独立した会議体として客観的かつ中立な視点で案件を評価するこ
とで、リスク管理体制の強化を図っています。 

   投融資委員会の活動強化として、設備投資案件の実施決定の迅速化とメリット金額の明確化に対応しています。  

 ガバナンス委員会の設置・運営 
• 社外取締役が当社グループの事業課題等に関し、理解を深めることで多様な助言・意見を経営に反映することを

目的とするため、取締役会の下部機関として設置し、運営を行っています。 
   （４回/年実施 社外取締役出席率100％） 

 インセンティブ制度の導入 
• 取締役を対象とした中長期業績（中期経営計画期間）に連動した株式報酬制度（ＢＩＰ信託）の導入により株主と

の価値共有を図るとともに、業績目標達成に向けたインセンティブを高めてまいります。 

 当社ウェブサイトの発信 
• 株主・投資家の皆様をはじめ各ステークホルダーの情報発信ツールとして、ウェブサイトを刷新しました。 
   今後も掲載内容の充実化を図ってまいります。 

「働き方改革」への取り組み 
 平成29年４月より「働き方改革」の一環として以下を導入 

• 常昼勤務者を対象に、夜８時以降の就労を承認得た場合を除き、原則禁止。 
• 毎月第３金曜日を当社独自の「プレミアムフライデー」とし、15時退社を推奨。 
• 年次有給休暇のうち各人が事前に休暇を指定し、有給休暇を計画的に取得。有給休暇の取得日数増加を図る。 

三菱製鋼ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体の企業価値向上活動の推進強化→強固な企業基盤の確立 

Ⅳ. 2016中期経営計画の進捗 



＜将来見通しに関する注意事項＞ 
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保障を与
えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある
点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データ
に基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の
皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。 


